


































































（3） 令和 3年 4月 30 日現在，492,298 人（市川市HP　https://www.city.ichikawa.lg.jp/gen01/1111000001.html　






















 9 月 11 日　かめ設計室（かめ設計室）
 10 月 1 日　かめ設計室，フレッシュマートあるが（千葉商科大学UniversityDining）
 10 月 15 日　かめ設計室，フレッシュマートあるが（千葉商科大学第 4PC実習室）
 10 月 16 日　リフォームヤコ（リフォームヤコ）
 10 月 18 日　カフェレストランクルール，basedecarin，シルバン介護センター，平野珈琲，肉の山崎，フレッ
シュマートあるが，夏秋武蔵屋酒舗（各店舗）
 10 月 22 日，29 日　リフォームヤコ，カフェレストランクルール，basedecarin，シルバン介護センター，
平野珈琲，肉の山崎，フレッシュマートあるが，夏秋武蔵屋酒舗，かめ設計室（各店舗）
 11 月 12 日　かめ設計室，フレッシュマートあるが（千葉商科大学第 4PC実習室）
 12 月 10 日　かめ設計室，フレッシュマートあるが，シルバン介護センター（千葉商科大学 1210 教室）
 2019 年
 9 月 27 日　真間銀座会（雑貨の店もえぎ）
 11 月 11 日　真間銀座会（千葉商科大学 1206 教室）
 12 月 9 日　真間銀座会，フレッシュマートあるが（千葉商科大学第 9PC実習室）
 2020 年
 1 月 7 日　真間銀座会，かめ設計室，株式会社タンポポデザイン（アンカー市川）
 1 月 22 日　真間銀座会（M☆WOODTHEATER事務所）
 2 月 4 日　真間銀座会（千葉商科大学 1207 教室）
（7） 2019 年の段階で，地域からの要望であった単純集計表の提供と市川うららFMの番組（「ま・ま・ま・まま



















































表 3　問 1「性別」と問 5「商店街内店舗への入店の際の抵抗感」のクロス表
人（％） 1．入りやすい 2．入りにくい 総計
1．男性 179（53.43％） 156（46.57％） 335（100.00％）
2．女性 34（35.42％） 62（64.58％） 96（100.00％）




















表 5　‌問 14「昼食を選ぶ際に重視すること」と問 5「商店街内店舗への入店の際の抵抗感」のク
ロス表
人（％） 1．入りやすい 2．入りにくい 総計
1．値段 83（43.68％） 107（56.32％） 107（100.00％）
2．量 43（61.43％） 27（38.57％） 70（100.00％）
3．味 75（54.35％） 63（45.65％） 138（100.00％）























2．1〜3 回 241 52.28％
3．4〜10 回 53 11.50％






表 7　‌問 10「大学周辺で実施されたアクティブ・ラーニング活動への参加回数」と問 5「商店街
内店舗への入店の際の抵抗感」のクロス表
人（％） 1．入りやすい 2．入りにくい 総計
1．参加したことはない 75（57.69％） 55（42.31％） 130（100.00％）
2．1〜3回 107（47.56％） 118（52.44％） 225（100.00％）
3．4〜10 回 23（46.94％） 26（53.06％） 49（100.00％）
4．11 回〜 4（20.00％） 16（80.00％） 20（100.00％）
総計 209（49.29％） 215（50.71％） 424（100.00％）
ｐ＜0.05
―20―














2．週 1回未満 44 9.54％
3．週 1〜2回未満 8 1.74％




強，利用回数週 1回未満がおよそ 1割を占める。クロス集計に際し，問 10の回答 3．4．を
統合して「4回以上」，問 11の回答 1．を「利用したことはない」，回答 2．3．4．を統合し
て「利用したことがある」としたうえで，クロス集計を行った。結果は表 9の通りである。
表 9　‌問 10「大学周辺で実施されたアクティブ・ラーニング活動への参加回数」と問 11「アク
ティブ・ラーニング活動で関係する店舗利用」のクロス表
















































表 11　‌問 10「大学周辺で実施されたアクティブ・ラーニング活動参加回数」と問 15-2「あった
らいいなと思う施設（飲食）」のクロス表













































千葉商大紀要　第 59 巻　第 2号（2021 年 11 月）
合は他の層に比べてより高く，「居酒屋」を選ぶ割合はほかの層に比べてより低くなって



















































































































課題――」『千葉商大論叢』第 58 巻第 1号，千葉商科大学国府台学会，189-199．
齊藤紀子・和田義人，2021，「地域の多様な主体の協働が作るアクティブ・ラーニングプ
ログラム『真間あんどん祭り』――課題解決型学習及び社会人基礎力育成のフィールド
として」『千葉商大論叢』第 58 巻第 3号，千葉商科大学国府台学会，183-196．
斉藤理，2021，「大学をプラットフォームとした『関係人口』創出に関する基礎的研究（そ
の 1）」『山口県立大学学術情報』第 14 号，山口県立大学，9-14.
酒井千絵・越智祐子，2020，「『新規移住者』と『関係人口』が人口減少に直面する山村に
果たす役割――奈良県川上村における学生調査をとおして」『関西大学社会学部紀要』










 （2021.9.20 受稿，2021.10.27 受理）
―26―
千葉商大紀要　第 59 巻　第 2号（2021 年 11 月）
〔抄　録〕
　本稿は，近年注目されている主体的な学びを促す教授・学習の手法であるアクティブ・
ラーニングのうち，大学教育として実施される地域の諸団体とかかわるアクティブ・ラー
ニング活動へ参加することと，その活動に関係する商店街内店舗と大学生との間に生じる
かかわりとの関連に焦点を当て，量的調査を用いて明らかにし，関係人口論の観点から考
察するものである。関係人口論において，このようなアクティブ・ラーニング活動は関係
人口の創出につながるとされる。本稿では，創出された関係人口が地域と築く関係性の内
実について考察する。
　調査より，アクティブ・ラーニング活動により商店街内店舗の方々と具体的な関係性が
生じたことで，参加する回数が多いほど「入りにくい」と感じながらも実際には利用回数
が増える，というかかわりが生じたことが明らかとなった。若者と地域とのかかわりにつ
いて検討する関係人口論における関係のあり方について，多様な展開の可能性を提示した。
―27―
猪熊ひろか：地域の諸団体とかかわるアクティブ・ラーニング活動と関係人口論
